
狼野長根フアミリーパーク完成予想図 
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一 広報 、 ‘ 	， 、 

③ご、よびわら 
発 行 所 

五所川原市役所 

458号 

昭和54年11月1日 

印 刷 西 北 印 刷 

市 の 人 口 	 男 25,601人 
	

世 帯 数 	14,391 

52,766人 
	

女 27,165人 
	

（昭和54年10月1日現在）住民基本台帳から 

狼野長根ファミリーパークの建設 

25瞥早記念事業 
自然に親しみながら、スポーツ、レジ

ャー、趣味活動、研修等を行ないうるレ

クリエーション・エリアの施設として建

設するものです。34.8haに公園センター、  

ミニ動物園、キャンプ場、 ミニスキー場、 

その他の施設を配置し、四季を通じて利

用できるよう計画されています。 

〔関連記事2 ・ 3面〕 



昭和54年（1979年）11月I日（458号） ② （第 3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 

の
偉
業
を
称

え
、
先
人
を
敬
い
、
 

顕
彰
碑
を
建
立
す
る
も
の
で

す
。
 

郷
土
を
愛
す
る
心
を

培
う
た
め
 

ロ
歴
代
市
長
 

故
外
崎
千
代
吉

（
初代
）
、
 

故
山
内
久
三
郎

（
二
代
）
、
佐

々
木
栄
造

（三

・
四
・
五
・
」ハ

代
）
 

ロ
歴
代
市
議
会
議
長
 

故
長
尾
角
左
衛
門

（初
代
）
、
 

故
仙
庭
栄
八

（
二

・
三
代
）
、
 
 

故
松
本
与
三
郎
（
四
代
）
、
故

笹
森
柾
五
郎

（
五
・
六
代
）
、
 

秋
田
長
兵
衛
（
七
代
）
、
福
士

孝
一
 
（
八
代
）
 

ロ
合
併
時
の
町

村
長
 

故
山
内
久
三
郎

（
五所
川
原

町
）
、
故
横
山
藤
作

（
栄村
）
、
 

原
清
司

（中
川
村
）
、

故
沢
田
 

【
 

五
所
川
原
市
市
制
施
行
二
十

五
周
年
記
念
式
典
は
、
十
月
＋

二
日
午
後
二
時
か

ら
市
民
体
育

館
に
市
内
外
の
招
待
者
、
来
賓

な
ど
千
百
人
が
出
席
し
て
行
わ

れ
、
市
制
施
行
二
十
五
周
年
の
 

節
目
を
迎

え
て
さ
』ら

に
新
た
な

発
展
を
誓

い
合
い
ま

し
た
。
 

式
典
で
 

は
、
 
「
君
が
代
」
 
斉
唱と
黙
 

と
う

の
あ
と
、
寺
田
市
長
が
、
 

「
市
発
展
の
基

礎
を
築

い
た
 

先
人
の
ご

労
苦
、

市
民
の
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
に

感
謝
し
、

今

後
も

産
業
経

済
の

振
興
、

教

育
文

化

・
体
育
の
向
上
、

生
 

精

一
 （
三
好村
）
、
故
仙
庭
栄

八

（
長
橋
村
）
、
故
寺
田
武

一
 

（
松
島
村
）
、
故
中
谷
弥
八
郎
 

（
飯
詰
村
）
、
斎
藤
伊
太
郎
（
七

和
村
）
 

ロ
合
併
時
の
町
村
議
会
議
長

故
飛
島
浩
三
（
五
所
川
原
町
）
 

故
工
藤
勘
吉

（
栄
村
）
、
秋
田

正

（
中
川
村
）
、
田
中
専
之
作

つ
ニ
好
村
）
、
故
片
岡
由
松
（
長

橋
村
）
、
故
坂
本
平
太
郎
（
松

島
村
）
、
飯
塚
平
次

（
飯
詰
村
）
 

故
三
上
泰
助
（
七
和
村
）
 

（
敬
称略
）
 
 

活
環
境
の
整
備
を
柱
に
、
健
康

で
調
和
の
と
れ
た
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
た
い
」
 
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
 

次
い
で
、
故
人
を
含
め
た
歴

代
市
長
・
議
長
、
合
併
時

の
町
 

村
長

・
議
長
二
十
三
人
に
顕
彰

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
 

続
い
て
寺
田
市
長
か
ら
、
一
一

十
五
周
年
の
記
念
事

業
（
市
立

中
央
公
民
館
建
設
、
狼
野
長
根

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
の
建
設
、
 

市
で
は
、
市
制
施

行
二
十
五
周
年
の
記

念
事
業
と
し
て
、
①

市
立
中
央
公
民
館
の

建
設

（
十
月
十
五
日

発
行
市
広
報
掲
載
）
、
 

②
狼
野
長
根
フ
ァ
ミ

リ
ー
パ
ー
ク
の
建
設
 

（
一
面
掲
載
）
、
③

体
育
振
興
基
金

の
創

設
、
④
鳴
海
勘
兵
衛

顕
彰
碑
の
建
立
を
計

画
、
記
念
式
典
の
席

上
寺
田
市
長
か
ら
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
 

【
 

体
育
振
興
基
金
の
創
設
、
鳴
海

勘
兵
衛
顕
彰
碑
の
建
立
）
と
、
 

市
の
花
（
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
）
・

市
の
鳥
（
カ
ワ
ラ

ヒ
ワ
）
 ・
市

の
木
（

ハ
ル
ニ
レ
）
が
そ
れ
ぞ

れ
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
山
内
副
知
事
（
知

事
代
理
）
、河
野
む

つ
市
長

（
県

市
長
会
長
代
理
）
、
竹
内
代
議

士
、
秋
田
県
議
会
議
長
ら
来
賓

が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
 

最
後
に
、
村
上
商
工
会
議
所
 
 

会
頭
の
音
頭
で

万
歳
を
三
唱
、
 

新
た
な
躍
進
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。
 

式
典
に
続
い
て
行
わ
れ
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
市
立
五

一
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
市
立
七
 

ッ
館
小
の

浅
井
獅
子

舞
、
秀
栄

会
の
津
軽

三
味
線
、
 

五
所
川
原
 

合
唱
団
、
 

あ
す
な
ろ
大
太
鼓
が
そ
れ
ぞ
れ

披
露
さ
れ
、
出
席
者
に
感
銘
を

与
え
ま
し
た
。
 

〔
関連
写
真
四
・
五
面
〕
 

25周年の記念事業 

新
た
な
発
展
を
誓
い
合
う
 

姉
曜
新
盛
大に
記
念
式
典
 



③ （第3種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 
	

昭和54年（1979年）11月I日（458号） 

昭和29年10月 五所川原町と栄村、中川村、三好村、長橋村、 

松島村、飯詰村のI町6村が合併し市制を施

行。人口36,504人、世帯数6,295に。 

11月 第1回市長選で、外崎千代吉氏当選。 

30年 3 月 北郡嘉瀬村毘沙門区域が編入。 

7月 五所川原市章を制定。 

31年 9 月 北郡金木町大字長富区域、北郡七和村（下石

川除き）が編入。 

11月 北郡鶴田町大字梅田、大字中泉区域が編入。 

32年 7月 五所川原平和産業大博覧会開く。世界20余カ

国が参加。期間中に入場者は42万人を超す。 

33年 4 月 西郡木造町大字小曲区域が編入。 

34年 5月 平和博の開催で生じた赤字のため地方財政再 

建準用団体の指定を受ける。 

36年 7月 新五所川原小唄を一般に公開。 

n月 第1回五所川原市総合文化祭開く。 

38年 4 月 県立五所川原工業高校が開校。 

5月 天皇‘皇后両陛下がご来県し、記念植樹。 

39年 4 月 五所川原市民文化会館が開館。 

8月 市制施行10周年記念式典を行う。 

40年12月 長尾角左衛門氏「岩木川物語」 を刊行。 

引年10月 駅東部の松島住宅団地完成。 

42年 4 月 強風下寺町マーケットから出火、寺町、川端

町の24棟が焼失。 

10月 市内9農協が合併し県内2番目の大規模農協 

「五所川原市農業協同組合」発足。 

43年 3月 市立西北中央病院が落成。 

45年 4 月 国立総合高等職業訓練校開校。 

46年 9 月 市役所新庁舎できる。 

47年 9月 伝統の津軽人形芝居「金多豆蔵」の主宰者木

村幸八氏、市の無形文化財に。 

11月 第1回市文化褒賞、市褒賞の表彰を行う。 

48年 7月 市立五所川原小学校が創立100周年記念式典。 

9月 飯詰ダム完工。 

49年 3 月 市立高等看護学院が完工。 

52年 3月 市立図書館新築。 

10月 第32回国民体育大会の柔道、ソフトボールの

競技会場となる。 

53年 9 月 公共下水道終末処理場に着手。 

54年 4 月 五所川原市立七和高校が県立移管、県立東高

校としてスタート。 
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体
育
振
興
基

金
 

の
創
設
 

市
社
会
体
育

の
振
興
と
青
少

年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
 

法
人
格
を
有
す
る
基
金
協
会
を

創
設
し
ま
す
。
そ
の
基
本
財
産

の
一
部
と
し
て
、
市
が

一
千
万

円
を
出
掲
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
そ
の
基
金
量
を

増
大
し
、
効

率
よ

い
運
用
を
し

て
健
康
で
明

る
く
豊
か
な
市
民
生
活
の
実
現

に
努
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

鳴
海
勘
兵
衛
 

顕
彰
碑
の
建
立
 

五
所
川
原
新
田
開
発
の
祖
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そ
し
て
初
代
代
官
鳴
海
勘
兵
衛
 

 



み
ど
り
町
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目
三
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広
田
団
地

内
 

ロ
募
集
戸
数
 
三
十
二
戸
 

ロ
構
造
・
家
賃
等
 

中
層
四
階
建
て
、
六
畳
、
 

畳
、
四
・
五
畳
、
L
D
K
、
 

室
（
浴
槽
、
風
呂
釜
は
 

入
居
者
負
担
）
、便
所
、
 

物
置
 

〇
家
賃
 
二
万
三
千
 

円
位
 
一
 

〇
敷
金
 
家
賃
の
三
 

カ
月
分
 

一
 

ロ
入
居
の
資
格
 

（
 

1
 
住
宅
に
困
っ
て
 

い
る
方
で
、
県
内
に
住
 

所
ま
た
は
勤
務
先
の
あ
 

ー
 

る
方
。
 

一
 

2
 
現
に
同
居
し
、
 

一

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
 

一

す
る
親
族
の
あ
る
方
 
一
 

（
婚
約中
の
方
は
、
住
 
一

宅
引
き
渡
し
の
時
ま
で
 

『
 

結
婚
し
て
い
な
け
れ
ば
 

ー
 

な
り
ま
せ
ん
。）
 

(
 

3
 
政
令
で
定
め
る
 
》
 

基
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の
収
入
（
月
平
均
 

一

四
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、
〇
〇
〇
円
を
超
 

一

え
八
一
、
〇
〇
〇
円
以
 
「
 

下
）
の
あ
る
方
 

4
 
所
得
税
及
び
県
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
方
 

ロ
募
集
期
問
 
十

一
月
一
日
 

ー
＋

一
月
二
十
日
ま
で
 
 

ロ
選
考
方
法
 

申
込
書
の
審
査
の
結
果
、
適
 

格
者
に
つ
き
公
開
抽
選
で
入
居
 

を
決
定
し
ま
す
。
 

ロ
選
考
日
・
場
所
 

十
二
月
十
日
（
月
）

・
 

市
民
文
化
会
館
 
米
 

ロ
入
居
予
定
日
 
 
一
 

十
二
月
二
十
四
日
（月
）
\
 

ロ
申
込
み
先
 

米
 
米
 

*
 

五
所
川
原
土
木
事
務
  

》
 

所
建
築
指
導
課
（
廿
⑤
  
*
 

》
 

二
一
〇
五
番
）
 

米
 

申
込
書
用
紙
は
、

当
  
米
 

《
 

土
木
事
務
所
及
び
市
社
  
*
 

会
課
に
あ
り
ま
す
。
 

*
 

米
 

な
お
、
申
込
書
用
紙
  

米
 

*
 

を
受
領
の
際
、
資
格
審
 

米
 

査
の
た
め
五
十
三
年
分
  

米
 

水
 

の
源
泉
徴
収
票
等
収
入
  

*
 

を
証
明
す
る
資
料
を
提
  

米
 

*
 

出
し
て
下
さ
い
。
 

米
 

詳
細
は
、
青
森
県
建
  

米
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築
住
宅
課
県
営
住
宅
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*
 

（
。
青
森
⑩
一
一

一
一
 
 

*
 

一
 

番
‘
内
線
四
三
五
三
番
  
*
 

・

四
三
五
六
番
）
へ
お
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*
 

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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*
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*
 

*
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g県営住宅め天居者を募葉ミ誉 
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昭和54年（1979年）11月I日（458号） 

（昭和 55年度）訓練生を募集 
雇用促進事業団 

五所川原総合高等職業訓練校 

五所川原市戸沢字畑林（〒 037-06) 
＠募 集 人 員 
	

（廿⑦2024・⑦2025番） 

科 	名 
機 械 科 
（機械専攻） 

機 械 科 
（仕上専攻） 

配 管 科 電子機器科 板 金 科 溶 接 科 計 

定 	員 25人 25人 25人 25人 25人 25人 150人 

＠訓 練 期 間 各科とも 2 カ年 面接試験 午前11時から 

＠受 験 資 格 中卒または高卒以上の学力を有する方 I （高卒者については学校長すいせん入校 

（男、女）（ただし電子機器科について色盲、 （ の取り扱いを考慮する） 

色弱不可J 	 IO合 格 発 表 12月21日（針。本人、出身校に通知するとと 

＠提 出 書 類 （当校規定のもの（1、2、5. 6 ）用紙は本 I もに新聞紙上に発表する。（入校手続き後 

校及び出身校にありますJ 	 , 定員にみたない科は二次募集を行ないま 

1．入校願書 3．写真 3 枚 5．学業成績書 
く  

2．身上 書 4．身体検査書 6．出欠状況調 （⑨入 	校 	日 昭和55年4 月上旬 

＠願書の受付期限 11月22日（村。22日消印有効（郵送可） 	!＠寄 宿 	舎 収容能力（60名）、寮費（1カ月）16,000円位、 

0選 	考 	日 

0選 考 方 法 

12月12日（水） 	 i 
筆記試験（国語、数学 	 t 一＠入校中の経費 

冬期暖房費月 2,500円位 

概 算（2 カ年分）85,000円 	 , 
理科）午前9時から 本校で実施する。 

一’"’叫“帳’“→“'"’械’"'"'"""*'"""*＊●械●“，","*，晦，帳，“"“米，帳，“**,",",",'*,"，“●“●唖~●“●“●“●“●“●帳●帳●●‘●ー“●晦●“●“班~班●岡 



五
月
か
ら
十
月
ま
で
の
花

の
期
間
、
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
の
野
草
を
た
ず
ね
歩

い
て
み
ま
し
た
。
 

月
に
二
回
ぐ
ら
い
の
割
り

で
道
路
を
ひ
と
ま
わ
り
し
、
 

目
に
触
れ
た
野
草
を
メ
モ
し

て
き
ま
し
た
が
、
三
百
余
種

を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
道
路
を
ま
わ
る
だ
け

で
な
く
、
雑
木
林
の
中
に
入
 

お
 
わ
 
り
 
に
 

っ
た
り
、
沢
へ
降
り
て
み
た

り
す
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
種
類

が
追
加
さ
れ
る
筈
で
す
の
で
、
 

来
年
か
ら
の
継
続
調
査
が
楽

し
み
で
す
。
 

こ
と
し
の
調
査
で
も
、
沢

山
の
新
知
見
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
う

れ
し
か
っ
た
の
は
、
日
本
で

数
か
所
だ
け
で
よ
り
生
育
記

録
の
無
い
植
物
で
あ
る
「
ゼ
 

ニ
バ
ア
ォ
イ
（
ァ
ォ
イ
科
）」
 

が
青
森
県
で
初
め
て
見
い
出

さ
れ
た
こ
と
で
す
。
ほ
ん
の

わ
ず
か
よ
り
生
え
て
い
な
い

の
で
、
特
に
大
事
に
し
た
い

も
の
で
す
。
 

こ
の
調
査
の
一
日
、
青
森

県
に
植
物
調
査
で
お
・
い
で
に

な
っ
た
東
京
大
学
植
物
学
教

室
の
先
生
方
を
案
内
し
ま
し

た
。
先
生
方
は
、
津
軽
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
を
ひ
と
ま
わ

り
し
て
、
 一
様
に
「
す
ば
ら

し
い
」
 
と感
想
を
も
ら
し
て
 

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
自
然
木

が
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
生
長

し
て
き
て
い
る
の
で
、
市
民

の
植
物
学
習
の
場
と
し
て
は

理
想
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
 

市
民
の
た
め
の
も
の
と
し

て
は
、
全
国
的
に
例
が
す
く

な
い
施
設
で
す
の
で
、
有
益

に
使
い
た
い
も
の
で
す
。
 

津
軽
植
物
の
会
会
長
 

木
村
 
啓
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ロ
対
象
者
 
農
業
委
員
会
が
 
い
、

農
業
従
事
者
以
外
の
職
業
 

農
業
構
造
の
改
善
に
伴
い
、
農
 
に

つ
こ
う
と
す
る
方
。
 

業
従
事
者
以
外
の
職
業
に
つ
こ
 
ロ
実

施
主
体
 
青
森
県
 

う
と
す
る
農
業
従
事
者
で
あ
る
 
ロ
実

施
期
間
 
五
十
五
年
一
 

と
認
め
、
証
明
書
を
交
付
さ
れ
 
月
ー
三

月
末
ま
で
 

た
方
で
、
 

ロ
募
集
人
員
 
十
人
 

農
業
従
事
者
で
あ
る
こ
 
ロ
募
集

開
始
 
十
一
月
一
日

と
o
 

か
ら
 

ほ
か
に
安
定
し
た
職
業
 
口
申
込

み
先
 
五
所
川
原
公

に
つ
い
て
い
な
い
こ
と
。
 

共
職
業
安
定
所
ま
た
は
市
商
工
 

農
業
構
造
の
改
善
に
伴
 
観
光

課
 

農
地
を

買
い
た
い
、
借
り
た
い

方
は
 

農
業
者

の
転

職
訓
練

者
を

募

集
 

職
種
型
枠
大
工
科
 

事故見舞金制度 

で安心を 
出稼ぎ者は、出稼ぎ前に

全員加入をしましょう。 

ロ掛け金 年間600円

です。 

ロ加入手続き 

市民相談室 

・出稼対策係”（⑤）2 111 

番・内線280番）へ。 

ロ
入
校
中
の
特
典
 

一
授
業
料
が
無
料
 

二
実
習
用
器
具
及
び
教
材
は

貸
与
 

ロ
中
高
年
齢
失
業
者
に
は
、
 

次
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

一
基
本
手
当
 
日
額
千
九
百

三
十
円
。
 
（
雇用
保
険
受
給
者

は
、
保
険
日
額
支
給
。）
 

二
受
講
手
当
 
日
額
四
百
九

十
円
。
 

あ
り
、
届
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

現
在
、
あ
る
い
は
将
来
農
地

を
買
い
、
ま
た
は
借
り
て
経
営

規
模
を
拡
大
し
た
い
方
は
、
十

一
月
三
十
日
ま
で
に
市
農
業
委

員
会
へ
届
出
し
て
下
さ
い
。
 

三
通
校
手
当
 
通
校
に
要
す

る
経
費
。
 
（
限度
額
一
万
六
千

円
。）
 

ロ
選
考
日
 
十
二
月
上
旬
の

予
定
 

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
 

（
。④
三
一
七
一
番
）
ま
た
は

木
造
技
術
専
門
校
（
。
木
造
②

二
四
二
四
番
）
及
び
市
商
工
観

光
課

（
。⑤
二
一
一
一
番
・
内

線
二
六
〇
番
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

大
溝
さ
ん
 

五
万
円
寄
付
 

市
内
錦
町
、
大
溝
善
逸
さ
ん

は
こ
の
ほ
ど
、
教
育
振
興
基
金

に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
財
団

法
人
市
教
育
振
興
会
へ
現
金
五

万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

ロ
と
き
 
十
一

月
二
十
三
日

（
金）
 

か
ら
二
十
五
日
（
日）
 

ま
で
の
三
日
間

ロ
と
こ
ろ
 
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム

ロ
展
示
物
 
写

真
、
お
花
、
陶
芸
、
 

絵
画
、
そ
の
他
 

（
開
館時
間
は
、
 

午
前
九
時
か
ら
午
 

.
 

後
九
時
ま
で
。
た

だ
し
、
二
十
五
日

は
午
後
三
時
ま
で
。）
 

会
期
中
の
主
な

行
事
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

ロ
十
一
月
二
十
三
日

（
金）
 

午
後
六
時
か
ら
九
時
ま
で
、「ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
」
、午
後
七
時

か
ら
八
時
ま
で
、
 「
ギ
タ

ー
演

奏
会
」
 

ロ
十
一
月
二
十
四
日

（
土）
 

午
後
六
時
か
ら
、
 「
お
茶
会
」
、
 

「
ハ
ミ
リ映
写
会
」
、
 
「空
手
武
 

道
」
、
 「
カ
ラ
ォ
ケ
大
会
（
申
 

込
み
受
付
け
、
賞
品
あ
り
）
 

ロ
十
一
月
二
十
五
日

（
日）
 

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
、「
子

供
紙
ヒ
コ
ー
キ
大
会
（
賞
品
あ

り
）
」
 

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
、
 

「
ス
ク
エ
ア
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
」
。
 

食
堂

・
喫
茶
で
は
、
そ
ば
、
 

う
ど
ん
、
お
で
ん
、
お
に
ぎ
り
、
 

コ
ー
ヒ
ー
、
ジ
ュ
ー
ス
等
を
販

売
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
勤
労
青
少
年
ホ
 

ー
ム

（
。④
三
六
〇
二
番
）
へ

お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

ア
ーン
、
サ
バ
を
 

寄
贈
 

釣
り
仲
間
の
津
軽
海
上
ク
ラ

ブ

（
佐
藤
正三
会
長
）
は
こ
の

ほ
ど
、
ア
ジ
、
サ
バ
二
十
三

・

八
キ
ロを
市
立
老
護
老
人
ホ
ー
ム

く
る
み
園
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
今
年

七
月
一
日
か
ら
「
農
地
あ
っ
せ

ん
事
業
」
 
（
正式
に
は
、
農
地

移
動
適
正
化
あ
っ
せ
ん
事
業
）
 

の
仕
組
み
が
変
っ
て
い
ま
す
。
 

十

一
月
三
十
日
ま
で
届
出
を

こ
の
た
め
、
農
地
を
買
い
た

い
方
、
ま
た
は
借
り
た
い
方
は
、
 

あ
ら
か
じ
め
市
農
業
委
員
会
の
 

「あ
っ
せ
ん
譲
り
受
け
等
候
補

者
名
簿
」
 
に登
載
す
る
必
要
が
 

いn‘
・
‘
，lA
てl
,
1志
（
‘
，
い

1‘
で
‘
，

ー＋
ー
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t
r
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‘
・・→
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乳幼児の健康診査 
市では、乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で 

行います。 

該当する赤ちゃんには受診させるようにして下さい。 

ロ受付時間 午後12時45分から 1時30分まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か、ほかの医療機関で健康診査を受 

けている乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

月 齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 カ月児 
昭和54年 7 月
生まれの乳児 11月14日 市中央公民館 

6 カ月児 
昭和54年4 月
生まれの乳児 11月20日 み 

1歳6カ月児 
昭和53年 5 月
生まれの幼児 11月27日 ク 

婦
人

病
の
検
診
を

行
い

ま
す
 

今
年
九
月
、
恩
給
法
の

一
部

が
改
正
さ
れ
、
公
務
扶
助
料
や

傷
病
恩
給
、
普
通
恩
給
等
が
四

月
分
以
降
に

一
定
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
は
、
特
別
な
手
続
き

を
さ
れ
な
く
て
も
恩
給
局

長
の

職
権
で
改
正
さ
れ

ま
す
。
 

た
だ
し
、

次
の
分
に

つ
い
て

は
、
十
月
一
日
か
ら
適
用
に
な

り
ま
す
が
、

こ
れ
は
恩
給
受
給

の
権
利
者
が
自
か
ら
請
求
の
手
 

国
民
年
金
の

保
険
料
は
、

期

限
ま
で
に
納
め
ま
せ
ん
と
、
事

故
に
あ
っ
た
場
合
の
障
害
年
金
、
 

母
子
年
金
、
遺
児
年
金
等
各
種

の
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い
し
、
 

将
来
老
齢
年
金
を
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

そ
ん
な
と
き
、
あ
わ
て
て
保

険
料
を
納
め
て
も
間
に
合

い
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に

納
め
て
下
さ
い
。
 

免
除
保
険
料
は

追
納
を
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
失

業
し
た
り
、

収
入
が
少
な
か
っ

た
り
し
て
納
め
る
こ
と
が
難
し

い
と
き
は
、
申
請
し
て
免
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
 

続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

ん
。
 

1
 

旧
軍
人
等
に
支
給
さ
れ

る
普
通
恩
給
等
は
、
加
算
年
を

算
入
し

て
恩
給
金
額
を
計
算
さ

れ
る
の
は
満
六
十
五
歳
以
上
の

方
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
 

こ
れ
が
満
六
十
歳
以
上
と
な
り

ま
し
た
。
 

2
 

旧
海
軍
の
普
通
恩
給
を

受
け
て
い
る
方
で
、
 
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
特
務
士
官
や
准
 

免
除
を
受
け
ま
す
と
、
将
来

老
齢
年
金
を
受
け
る
と
き
、
保

険
料
を
納
め
た
方
の
三
分
の
ー
 

に
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
方
は
、
 

そ
の
後
の
生
活
に

余
裕
が
で
き

た
と
き
、
十
年
前
に
さ
か
の
ぼ
 

生
涯

減
額

に
、一」
注
 

誤

繰
 

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
（
通

算
老
齢
年
金
）
は
、
六
十
五
歳

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
条

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
六
十

歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
間
で

も
、
希
望
す
る
と
き
か
ら
繰
り

上
げ

て
支
給
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

た
だ
し
、
そ
の
年
金
額
は
、
 
 

土
官
で
あ
っ
た
方
は
、
仮
定
俸

給
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

以
上
の
1
お
よ
び
2
に
該
当

す
る
方
は
、
市

・
市
民
課
に
備

え
付
け
て
あ
る
加
算
改
定
申
立

書
に
、
必
要
事
項
を
記
載
し
て

現
に
受
け
て
い
る
恩
給
証
書
の

写
を
添
付
し
、
市
民
課
庶
務
係
 

（
廿
⑤
二
一

一
一
番
・
内
線
一
一

七
五
番

）
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

、
ノ
、
ノ
＞

、
ノ
、
ノ
、
ノ
●
、

ノ
、
J
、
ノ
、
J
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
J、
 

っ
て
そ
の
当
時
の
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
 

ぜ
ひ
こ
の
保
険
料
追
納
制
度
を

利
用
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま

す
。
 

追
納
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
 

市
社
会
課

・
国
民
年
金
係
（
廿

⑤
二
一

一
一
番

・
内
線
二
六
六

番

・
二
六
七
番
）
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
 

意
 

り

上
げ

請

求
 

本
来
六
十
五

歳
か
ら
受
け
る
額

に
比
べ
て
、
最
低

一
一
％
か
ら

最
高
四
二
％
も
減
額
さ
れ

ま
す
。
 

こ
の
減
額
は
、
生
涯
続
き
ま

す
し
、

い
っ
た
ん
繰
り
上
げ

支

給
を
希
望
す
る
と
取
り
消
し
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、

こ
の
申
請

を
す
る
と
き

は
、
く
れ
ぐ
れ
も

注
意
し
て
下
さ
い
。
 

十
月
十

五
日
発
行

の
市
広

報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
 

市
で
は
、
三
十
五
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
婦
人
病
の
検
診
を
行

い
ま
す
。
 

対
象
に
な
る
方
は
、
検
診
を

受
け
て
下
さ
い
。
 

ロ
受
付
け
 

十

一
月
十
日

（土
）
ま
で

ロ
申
込
み
先
 

市
保
健
衛
生
課
、

ま
た
は
各

支
所

へ
受
診
者
の
氏
名
、
年
齢
、
 

住
所
、
世
帯
主
名
を
添
え
て
お

申
し
込
み
下
さ
い
。
 

ロ
検
診
の
日
程
 

▽
十

一
月
二
十
九
日
（
木
）
、
 

十

一
月
三
十
日
（
金
）
午
後
零
 
 

時
三
十
分
か
ら
二
時
ま
で
 

▽
十
二
月
一
日

（土
）
午
前
 

八
時
三
十
分
か
ら
十
時
ま
で
 

ロ
検
診
の
場
所
 

新
宮
団
地

・
森
の
家
 

ロ
検
診
料
 

一
人
千
百
円
 

子
宮
ガ

ン
に
つ
い
て
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
「
み

ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
の
日

程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
 「子
宮

ガ
ン
」
 
につ
い
て
で
す
。
 

ロ
と
き
 
十

一
月
二
十
四
日
 

街
頭
献
血
に
 

ご
協
力
を
 

県
の
移
動
採
血
車
「
青
い
鳥

号
」
が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血

を
行
い
ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

▽
十

一
月
十
五
日
（
木

）
 

〇
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
正

午
ま
で
、
五
所
川
原
保
健
所
前
 

O
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
三

時
ま
で
、
飯
詰

・
五
所
川
原
総

合
高
等
職
業
訓
練
校
前
 

（土
）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階
 

ホ
ー
ル
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会

・
五
 

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

移
動
健
康
教
室
 

中
川
地
区
 

ロ
と
き
 
十

一
月
七
H

（
水
）
 

午
後
六
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
中
川
支
所
 

ロ
テ
ー
マ
 
「
胃
腸
疾
患
」
 

に
つ
い
て
 

昆
沙
門
地
区
 

ロ
と
き
 
十

一
月
十
二
日
 

（月
）
午
後

一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
毘
沙

門
小
学
校
 

ロ
テ
ー
マ
 

r
高
血
圧
を
防
 

ぐ
に
は
」
 

当
日
は
健
康
相
談
と
血
圧
測
 

定
も
行
い
ま
す
の
で
多
数
お

い
 

で
下
さ
い
。
 

せ 

国
民
年
金
の
保
険

料
は
 

も
う
納
め
ま
し

た
か
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